
ロ
バ

ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ
ン
グ

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル
サ

ス
」

ロ
バ

ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ

ン
グ

の

劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル

サ

ス
」

谷

正

9

序

口

科
学
者
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
と
そ
の
神
秘
主
義

ω

人
間
的
な
パ
ラ

セ
ル
サ
ス

ω

友

の
友
情
と
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
の
情
熱

ω

壮
図
の
挫
折
と
苦
悩

㈲

永
遠

の
生
命

の
認
識

凶

結

び

一112一

 

日

序

ロ
バ
ト

.
ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ

〈

カ
。σ
o
昌

ゆ
8
≦
昌
5

σq
>

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ
ル
サ

ス
」
〈

勺
餌
鎚
8
Hω葛
V

の
主

人
公

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は
化
学
者

、
医
学
者
と

し

て
当
時

の
多

く

の
学
者

の
独
断

的
因
襲
的

な
態
度

に
飽
き

足
ら

ず
、
従

来
学

問

の
最
高

権
威

と

さ
れ
た
幾
多

の
書
物

を

投
げ

出

し
、
広

く
山

野
を

践
渉

し
、
自

然
を
学

問

の
最
高

権
威

と
考

え

、
自

ら

の
学

ぶ

べ
き

最
良

の
書
物

は
自
然

で
あ

る

と
主

張
し

、
自

然
を

直
接
観

察
す

る

こ
と

に
よ

り
、
多

く

の
発
見
を

遂
げ

、
近
代
化
学

に
革
命
的
業

績
を

残

し

た
。

ま

た
、

一
方

、
自

ら

の
発

見
せ

る
化

学
上
、

薬
学
上

、
医
学
上

の
薬

品

は
、

そ
の
重
要
性

を
外

面

よ

り
も

内
面

に
置

き
、

内
面

に
存

在
す

る
生
命

力

の
人
生

に
於

け

る
重

要
性
を

主
張
し

た
神
秘
主

義
的
哲
学

者

で
も

あ

っ
た
。

そ

こ
で
、
⇔

に
於

い
て
、
主
と

し

て
実
在

の
人
間
と

し

て

の
化
学
者

、
哲
学

者

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
の
人
と

思
想



を
述

べ
、
口
に
於

い
て
は
、
劇
中
に
あ
ら
わ
れ
た
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
の
人
間
味
に
触
れ
た
の
で
あ
る
。
普
通
、
科
学
者
、
哲
学
者
と
言
わ
れ
る
人
は
、
兎
角
、
入
間
と
し
て

は
、
冷
た
い
非
人
間
的
の
面
が
濃
厚
で
あ
る
。
然
る
に
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
こ
の
劇

に
描
く
科
学
者
且

っ
哲
学
者

の
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
は
人
間
味
豊
か
な
生
き
た
人
間
と
な

っ

め
ぐ

て
い
る
。
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
の
こ
の
人
間
味

が
、
友

の
友
情
を
廻

っ
て
い
か
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
か
を
探
り
、
且
つ
、

こ
の
劇

の
荒
筋
を
辿
り
、
劇
中

の
詩
的
な

句
を
鑑
賞
し

つ
つ
、
劇
中

の

一
人
物
、
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
の
友
な
る
詩
人
ア
プ
リ
ー
レ
の
芸
術
観

に
私
見
を
述

べ
、
更

に
、
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
が
科
学
者
と
し
て
、
科
学
的
智

慧

に
よ

っ
て
物
象

の
外
面
的
知
識

の
追
求
を
な
す
も
、
結
局

に
於

い
て
は
、
神
秘
的
哲
学
者
の
面
か
ら
、
生
命
感
的
智
慧

に
よ
り
、
生
命

の
神
秘
に
触
れ
、
か
れ
の
求
め

て
や
ま
ぬ
絶
対
的
知
識
の
追
求
は
永
遠
の
生
命

に
触
れ
る
こ
と

に
あ

っ
た
こ
と

に
言
及
し
た
の
で
あ

る
。

口

科
学
者

パ
ラ
セ

ル
サ

ス
と
そ

の
神

秘
主
義

ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ

の
劇
詩

「
パ
ラ

セ
ル
サ

ス
」

の
主

人
公

パ

ラ

セ
ル
サ

ス
は

一
四
九
〇

年

か
ら

一
四
九

三

年

の
間

に
生

れ
た

と
さ
れ

て
い
る
。

父
は

ス
イ

ス
系

ド
イ

ッ
人

の
医
者

で

ウ

ィ
リ

ャ
ム

・
ボ

ン
バ
ス
タ

ス

.
フ

ォ
ン

・
ホ
ー

ヘ
ン

ハ
イ

ム

〈

≦
-邑
す
目

cd
°8
げ
鋤
ωε

・゚
<
°
昌

=
°げ
①
ロ
ゴ
o
冒

V

と

い
わ

れ
た
。

こ

の
父

が
最
初

に
開
業

し
た

小

さ
な

町
を

ア
イ

ン
ジ
ー
デ

ル
ン

〈

田
口
。。δ
結
庁
V

と
言

い
、
チ

ュ
ー
リ

ッ
ヒ

〈
N
琶

9

>

の
近

く

に
あ

っ
た
。

母

は
父
と
結

婚
す

る
以
前

、

こ
の
町

の
あ

る
病
院

の

管

理
の
仕

事

に
従

事
す

る
婦

人
で
あ

っ
た
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス

の
本
名

は

勺
ぼ
ξ

智

ω
〉
霞
①9
巳

↓
密

喜゚

『毘
¢
ω
しd
°ヨ
冨

。゚ε
ω
魯

=
°ゴ
Φ
酵

Φ
巨

で
あ

っ
た

が
、

父

が
息

子

を
、
土口
の
有
名
な
医
者

セ
ル
サ

ス

〈
・
Φ喜

v

に
勝
る
医
者

に
さ
せ
た
い
と

の
希
望
が
あ

っ
た
と

こ
ろ
か
ら

ぎ

§

き

・・
を

建

8
冨

(嶺

は

管

脈
備
る
}
の

意
)

と
気

ま
ぐ
れ

に
通
称
と

し
た
ら

し

い
。

父

及
び

町

の
僧

正

の
幾

人
か

か
ら

錬
金

術
、
外

科
医
術

、
薬

学

の
初
歩

を
学
び

、
後

、

バ
ー
ゼ

ル

〈

ロロ
窃
9
>

大
学

に
入
学

し
た
。

や

が
て
、
魔
術

、
錬
金
術

、

占
星

学

の
偉
大

な
達

人

で
あ
り

、

神

智
学
者

〈
月
ゴ
Φ
8
°℃
三
琢
〉

及

び
神
秘
論

者

く
ζ
凶ω牙
V

と

し

て
当
時

第

一
等

の
学

者

で
、

ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル
グ

〈

～
<
=
目
げ弓
αq
V

の
大

修
道

院
長

ト

レ

ス
ミ

ュ
ー

ス

〈

月
昏
ゲ
①
巨

口
ωV

に
就

て
学

ん

だ
。

し
か

し

当
時

は
、

エ
ド
ワ

ー
ド

・
バ
ー

ド

〈

国
島
芝
鋤
「亀

じd
①
a
8
>

の
言

う
欧

洲
思
想

の
氷
河
時

代

〈
匹
鋤
。巨

需
ユ
。
鎚
〉

で
、
哲
学

も

、
科
学

も
、
教

会

に

よ

っ
て
支

配
さ

れ
、

人
間
は
す

べ
て
慣

習

と
因
襲

の
土
隷

と

化
し

、

人
間

の
知

性
は
凍

結
状
態

に
あ

っ
た
。

然

る

に

こ
の
頃
、
印

刷

術

、
火
薬

、
太
陽

系

、
新

大
陸

等

の
発
見

が
あ

り
、

こ
れ
が
慣

習
と
因

襲

の
土

隷
化

、
教
会

の
束
縛

か
ら

の
、

人
間
解
放

に
手

を

つ
け

る

こ
と

と
な
り

、
遂

に

マ
ル
テ

ィ

ン

・
ル
ー

テ

ル

〈

7
ら
僧
ほ
幽口
][
信
件ゴ
①
同〉

の
宗

教
改
革

の
叫

び
と

な

っ
た
。

ル
ー

テ

ル
よ
り

わ
つ

か
十

才

の

若

さ

の
パ

ラ

セ
ル
サ

ス
は

こ
れ

に
心
動

か
さ

れ
、

錬
金

学
者

、
占

星
学
者

の
独
断

的
態

度

、
及

び

、

そ
れ
ら

の
学
者

の
、
過
去

の
書
物

の
み
を

最
高

権
威

と
す

る
因
襲

的

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」
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ロ
バ

ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ

ン
グ

の
劇
詩

「
パ
ラ

セ

ル
サ

ス
」

こ

こ
ろ
よ

態
度
を
快

し
と
せ

ず
、
直
接
自

然

に
触
れ
、
自

ら

の
知
力
と
努

力

に
よ
り
、
地
質

学
を

究
め
、
採

鉱
を

な
し

、
亜
鉛

、
蒼

鉛
を

発
見

し
、
水
銀

、

ア

ン
チ

モ

ン
の
薬
学

的

利
用

の
道
を

開

い
た

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
、

ル
ー

テ

ル
の
宗

教
界

に
な

し
た
解
放
を

科
学

の
世
界

に
な
す

こ
と
と

な

っ
た

の
で
あ

る
。

そ
れ

が
た
め

、
か

れ
は

営

子
臼

巴
長

鷺

震

た
)
と
呼
ば
れ
、
近
代
化
学

の
父
と
称
え
ら
れ
た
。

か
れ
が
科
学
者
と
し
て
実
践
し
た
因
襲
に
因
わ
れ
な

い
独
自

の
、
畠

な
学
問
の
研
究
は
、
か
れ
以

前
に
は
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
迄
は
、
学
問
の
研
究
は
教
会

の
禁
制

に
よ

っ
て
厳
し
く
抑
制
さ
れ
、
科
学
、
特

に
医
学
の
分
野
は
過
去
数
世
紀

に
わ
た

っ
て
、
み

る
べ
き
進
歩
が
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。
然
る
に
、
か
れ
は
因
襲
的
、
迷
信
的
、
中
世
紀
的
神
学
に
囚
わ
れ
た
師
ト
レ
ス
ミ

ュ
ー
ス
か
ら
離
れ
、
自
然
を
直
接

の
対
象
と
す

る
学
問
研
究
の
道
を
開

い
た
。
か
く
て
、
か
れ
が
自
然
を
学
問
研
究
の
対
象
と
し
て
諸
国
を
放
浪
す
る
う
ち
、
過
去

の
書
物

に
よ
る
知
識
よ
り
も
、
自
然
よ
り
直
接

か
れ

が
獲
得

し
た
材
料

を
用
い
て
行

っ
た
実
験
の
結
果
の
方
が
、
人
間
の
生
活
に
、
よ
り
有
益
な
も

の
の
あ
る
こ
と
を
覚
り
、

こ
こ
に
金
属
よ
り
得
た
化
合
物
を
生
理
学

、
病

理
学

の
見
地
か
ら
、
入
体
治
療

へ
の
有
効
性

の
実
験
を
な
し
、
そ
の
結
果
、
亜
鉛
、
水
素
の
み
な
ら
ず
、
い
た
み
に
苦
し
む
人
間

へ
の
最
も
恩
恵
と
な
る
ア

ヘ
ン
チ
ン
キ

を
発
見
す
る
に
到

っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
、
か
れ
が
当
時

の
学
者
の
独
断
的
態
度
と
過
去
の
書
物
を
最
高
権
威
と
す
る
処
に
不
満
を
抱
き
、
自
ら

の
取
る

べ
き
道
を
自
然

か
ら
直
接
学
ぶ

こ
と

に
あ
る
と
な
し
、
学
む

べ
き
唯

一
の
書
物
は
自
然
そ
の
も

の
と
考
え
た
点
は
、
近
代
的
科
学
者

の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
り
、
近
代
精
神
の
保
持

者
と
言
え
る
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
か
れ

の
交
る
人
間
は
、
都
市
の
教
養
あ
り
げ
の
人
士
、
僅
少
の
学
問
を
振
り
か
ざ
す
偽
学
者
な
ど
で
な
く
、
自
然

の
中
に
住
む
鄙
の

人
、
牧
人
、
浮
浪
者

で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
後
者

の
も
の
の
考
え
方
、

も

の
の
見
方

が
、

前
者
よ
り
も
、

か
れ

の
研
究

に
重
要
性
を
も

っ
も
の
と

考
え
た
か
ら
で
あ

っ

た
。

こ
の
考
え
は
、
平
凡
な
も
の
、
卑
近
な
も
の
の
も

つ
意
味
の
重
要
性
を
尊
重
す
る
近
代
精
神
に
通
ず
る
も

の
で
あ

っ
た
。

か
く
、
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
は
近
代
精
神
を
把

握
し
た
科
学
者
、
し
か
も
革
命
的
な
科
学
者

で
は
あ

っ
た
が
、

一
面
ま
た
、
当
時

に
よ
く
あ

っ
た
神
秘
主
義
的
な
面
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
平
凡
な
も

の
、
卑
近
な

も
の
に
、
か
れ
は
も
の
の
重
要
性
を
見
出
し
た
と
言

っ
た
が
、

こ
の
平
凡
な
も

の
の
重
要
性
を
見
出
さ
ん
が
た
め
に
、
か
れ
は
遠
く
ダ

ッ
タ

ン
地
方
サ

マ
ル
カ

ン
ド
ま
で

足
を
延
ば
す
の
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら

の
地
方
に
於

い
て
、
仏
教
に
触
れ
、
東
洋

の
哲
人
と
交
り
、
こ
こ
に
玄
妙
さ
を
身
に
つ
け
る
に
到
り
、
か
れ

の
医
学
が
、

人
間
と
宇
宙
に
関
係
す
る
神
秘
哲
学
と
密
接
に
結
び

つ
く
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
は
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
の
こ
の
点
を
把
え
て
、
科
学
的
知
識

を
追
求
す

る
と
同
時
に
、
哲
人
と
し
て
非
科
学
的
知
識
、
論
理
や
理
窟
で
は
把
握
し
得
な

い
知
識
、

即
ち

マ
ー
ガ

レ
ッ
ト

・
エ
ル

・
リ
i

〈
ζ
母
αq
母
2

い
゜
い
8
>

の
言
う
絶
対

的
知
識

く
閑
8
鼠
゜
傷
σQ
°
昏
8
冨
①
V

を
追
求
す
る
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
を
創
り
上
げ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
の
学
悶
の
研
究
態
度
は

一
種
の
神
秘
主
義
と
言

渉
る
の
で
あ
る
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
言
う
。

人
間

の
肉
体
は
、
そ
の
根
源
に
於

い
て
、
自
然
に
依
存
す
る
。

従

っ
て
小
宇
宙

く
ζ
凶63
8
。。ヨ
V

即
ち

人
間
社
会
は
大
宇
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宙

〈
フ＼【角
O
婦0
60
ω5
P
〉

に
依
存

す

る
と
。

そ
し

て
、

こ
れ

を
確

信

を
以

っ
て
断
言
す

る

の

で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
、

か
れ
が
プ

ラ

ト

ン
哲
学

、

ヘ
ブ

ラ
イ
神

秘

哲
学

、
古
代

東

洋

の
聖
典

、
特

に
バ
ラ

モ
ン
の
聖

典

に
通
じ

て

い
た

こ
と

を

示
す
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
教

義

は
従

来

、
あ

る
意
味

に
於

い
て
は
、
迷

信
的

な
取
扱

い
を
受

け
て

い

た
も

の
で
あ

る
。

し
か

し

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
、

こ
れ
ら

こ
そ

、
将

来
、
真

の
科
学

の
基
礎

と
な

る

べ
き
も

の
と
考

え

た
の

で
あ

る
。

そ
れ
故

、

か
れ

の
化

学
上

の
、
或

は

医
学

上

の
実

験

が

こ
れ
ら

の
教
義

と
奇
妙

に
湿

り
合

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

ま
た

、
か
れ

は
大
胆

に
も

、

魔
術

は
善
良

な
庶

民

の
心
を
制
御

す

る
人
間
最

高

の
カ
を
持

っ

も

の
で
あ

り
、
錬

金
術

は
人
間

の
可
能

性

を

人
間

に
知

ら
し

め
、
あ
ら

ゆ
る
物

質

の
中

に
秘

め
ら

れ

た
カ

の
発
展

を
人
間

に
な

さ
し
め

る
偉
大

な
役
割

を
果

す
も

の
で
あ

る
と
主

張
す

る

の

で
あ

っ
た
。

こ
の
主
張

は
、
従

来

の
陳

腐

な
学

問

の
方
法

と

理
論

に
計

り
知

れ
な

い
刺

戟

を
あ

た
え

た

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

一
連

の
神

秘
的

な

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
の
考
え

の
根

底

を

な
す
も

の
は

、
プ

ラ

ト

ン
派

の
哲

学
者

、

ヘ
ブ

ラ
イ

の
神

秘
哲

学
者

、

バ
ラ

モ

ン
学

者
と

似

た
考

え

で
あ

る
。

即
ち

物
質

的

な
宇
宙

は
永
遠

の
心

〈
国
渥
①
ヨ
僧
一
日
博昌
畠
〉

の
あ
ら

わ
れ

で
あ

り
、

見

え
ざ

る
神

の
見

え

る
姿

で
あ

り
、

一
方

、

目

に
見

え

る

こ
の
世

界
即
ち

大
宇
宙

は
人
間

の
小
世

界
即
ち

小
宇

宙

に

起

る
も

の

に
応

じ

て
大

い
な

る
進

化

の
過
程

を

た
ど
る
も

の

で
あ

る
と
す

る

の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
、
大

宇

宙

即
ち
自
然

と

人
間

の
間

に
感

応
性

が
あ

る
と
す

る
と

こ
ろ

か
ら

、
か

れ

の
医

者
と

し
て

の
治
療

は

、
自
然

と

人
間

と

の

間

の
感

応
性

を
基
礎

と
し

た
も

の
と

な

っ
た
。

今

口

の
自
然
療

法
と

称
す

る
も

の
も

こ
れ

に
通
ず

る
も

の

で

は
な

い
か
。

ま

た
、

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
に
よ
れ
ば

、
死

ん

だ
物

質
と

い
う
も

の
は
あ

り
得

な

い
と
す

る
。

物

質

は
す

べ
て
内
在

的
精
神

、

か
れ
流

に
言

え
ば

、

一
際

の
も

の

に
充
満

し
、

浸
透

す
る
宇

宙

的
溶
液

く

⊂
三
〈
。
冨
巴

ω
。
才
。
鼻
〉

に
よ

っ
て
生
命

を
吹

き

込
ま
れ

て
い
る
。

従

っ
て
病
気
と

か
、

死
と

い
う
も

の
は
、

こ

の
生
命

力
、
即

む

　

　

　

む

む

　

　

む

ち

ア
ラ
ビ

ヤ
人
が

錬
金
術

の
最

{口同
の
秘
訣

く
ω
仁
宮
。
ヨ
①
ω
o
臼
卑

。h
≧

卑

o
日
楼
V

と
呼

ぶ
も

の
が
、

人

の

目
に

っ
か
な

い
状

態

の
こ
と
な

の

で
あ

る
。

こ

こ
か
ら

パ
ラ

セ
ル
サ
ス
は
錬
金
術
師
が
撮
し
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
の
卑
金
層
奮

釜

に
化
す
る
と
い
わ
れ
る
響

客

〈
醇
ぎ
8
喜
Φ『.°。
ω
喜

。〉

及
業

瀞
舞

ゆ
舞

く
ぎ

国
凶図
岸

9

い
幣

V

の
神

秘
な

力
を
も

認
め

た

の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
賢

者

の
石
と

か
、

不
老
不

死

の
霊

薬

の
神
秘

な
力
を

認
め

た
と
言

え
ば

、
従
来

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
が

迷
信

を
打

破

し
、

過
去

の
因

襲

的
思
考
方

法
を
捨

て
た
近

代

的

な
態
度

と

一
見
矛

盾
す

る

か

に
思

え
る

の

で
あ

る
。

し

か
し
次

に
示
す

か
れ

の
事
物

を

見
る
根
本

的
態

度

を

み

れ
ば

、

そ

の
矛
盾

で
な

い
こ
と

が

理
解

さ
れ

る

の

で
あ

る
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
に

は
、

一
際

の
も

の
を
見

る

に
際

し
、
も

の
の
外

面

よ
り
も

内

面
を

見
る
と

い
う
根
本

的

態
度

が
あ

っ
た
。

こ
の
態
度

は
、
例

え
ば

、
か

れ

の
信

仰

と

人
間
観

の
問

題
に
少

し
く
触

れ
れ

ば

理
解
さ

れ
る
も

の
で
あ

る
。

か
れ

に
よ
れ

ば
、
神

へ
の
信
仰

は
、

た

だ
慣

習
的

、
因

襲
的

、
儀
礼

的

な
方
法

、
ま

た
、

形
式
的

な

方
法

に
よ

っ
て
、
た

だ
信

じ
よ
う
と

す

る

だ
け

で
は
真

の
信
仰

は
得
ら

れ

な

い
。

無

知

の
信
仰

は
真

の
信
仰

で
は
な

い
。

無

知

の
反
対

は
知

る

こ
と

で
あ

る
。

知
る

と

い
う

こ
と

の
裏

づ
け
あ

っ
て
は
じ

め
て
真

の
信
仰

と
な

る
。

こ

こ
に
知

る

こ
と

と

い
う

の
は
、

人
間

が
内

面
的

ロ
バ
ト

。
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」
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ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

に
神
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

人
間

が
心
の
う
ち
に
神

の
叡
知
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
か
れ
の
信
仰
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
か
れ
の
人
間
観
、
即
ち
か
れ
の
見
る
人

間
、

か
れ
の
み
る
真

の
人
間
と
は
、
外
面
的
な
、
物
質
的
な
、
客
体
的
な
あ
る
が
ま
ま

の
人
間
で
は
な
く
し
て
、
人
間
の
心
が
内
面
的
に
、
主
体
的

に
、
神
聖
な
霊
と
結

ば
れ
た
人
間
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
既

に
述

べ
た
よ
う
に
、
物
質
は
す

べ
て
内
在
的
精
神
を
も

っ
た
も
の
、
言
わ
ば
、
そ
の
内
部
に
隠
さ
れ
た
心
を
も

つ

と
考
え
た
の
で
あ

っ
た
。
か
れ
が
医
者
と
し
て
、
当
時

の
多
く

の
医
者
が
不
潔
な
調
合
済
を
用
い
た
に
対
し
、
チ

ン
キ

〈
仲博9
茸

Φ
V

を
用
い
た
の
は
、
チ

ン
キ
は
万
物

の
内
面
に
あ
る
生
命
の
元
、
即
ち
活
力
そ
の
も
の
で
あ

る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
か
れ
は
磁
石
を
見
て
も
磁
石

は
鉄
を
引
き

っ
け
る
も

の
と
、
た
だ
外
面
的
に
見
る

の
で
な
く
、
磁
石
は
鉄
を
引
き

つ
け
る
外
面
的
な
力
以
外
に
、
隠
さ
れ
た
別
の
力
、
即
ち
生
命
力
を
も

っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
生
命
力

の
あ
る

一
っ
の
も
の
を
、
そ
の
生

命
力
を
引
き

っ
け
よ
う
と
す
る
別

の
生
命
力
を
も

っ
た
も
の
、

こ
れ
が
磁
石

で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ
は
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
の
こ
の
神
秘
主
義
者
の
面
を
把
え
て
、
科
学
的
知
識
の
追
求
も
す
る
が
、
更

に

一
層
非
科
学
的
な
知
識
、
即
ち
絶
対
的
知
識
、
言
わ

ば
生
命
感
的
智
慧

(箒

離

馨

肩

物
燃

。
マ
ン
派
詩
人
参
照
)
に
よ

っ
て
得

り
れ
る
も
の
を
追
求
す
多

フ
ウ
ニ
ン
グ
独
特
の
ぴ
フ
セ
ル
サ
ス
を
こ
の
劇
の
中
で
創
造

し

た
の

で
あ

っ
た
。

エ
ド

ワ
ー

ド

・
バ
ー

ド
は
言

っ
て
い
る
。

「
ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ

が
極

め

て
親
し

み
を
持

ち

、
最
高

の
玄

妙

さ
を

以

て
、

こ
の
詩

に
表

現
せ
る
神

秘
性

は

①

処
を
得

た
と

い
う

べ
き

で
あ

る
」

と
。

116

 

日

人
間

的
な

パ
ラ

セ

ル
サ

ス

ω

友
の
友
情
と
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
の
情
熱

む

　

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
近
代
的
な
化
学
者
、
従

っ
て
近
代
的
な
科
学
者
で
あ

っ
た
が
、

一
面
絶
対
的
知
識
追
求

の
神
秘
的
な
哲
学
者
で
も
あ

っ
た
。

か
れ
は
科
学
者
、
哲
学

者
と
し

て
、

一
途
に
知
識
追
求
を
な
し
た
結
果
、
真
理
の
た
め
に
は
世
事

一
際
を
省
み
な
い
冷
た
い
浮
世
ば
な
れ
の
点
が
目
立

っ
の
で
あ
る
。
し
か
し
仔
細
に
そ
の
言
行

を
検
討
す
る
と
き
、
冷
た
い
態
度
、
冷
徹
な
思
索

の
裏
に
、
血
の
気
の
多

い
生
き
た
人
間
、
し
か
も
欠
点

の
多
い
凡
入
と
し
て
の
入
間
的
な
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
の
姿
が
見
出

み
な
ぎ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
若

い
頃

の
絶
対
的
知
識
追
求

の
情
熱
に
燃
え
る
姿
は
、
赤
い
血
潮

の
瀕
る
入
間
そ
の
も

の
で
あ
る
。

パ
ラ
セ
ル
サ

ス
は
令
十
九
才
。
青
春

の
情
熱
燃
え
て
や
ま
ず
、
絶
対
的
知
識
追
求

の
夢
を
若

い
胸
に
托
し
旅
路
に

つ
く

に
あ
た
り
、
あ
る
秋
の
夕
、
友
の
牧
師

フ

ェ
ス

タ
ス

〈
蜀
Φ
り゚葺
ω〉

及
び
そ
の
友

で
あ
り
、
後
に
そ
の
妻
と
な
る

マ
イ
ク
ル

〈
竃
げ
げ
巴
〉

と
ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル
グ
郊
外
の
庭
園

で
語
り
合

い
、

己
が
学
問
研
究

の
た
め
に



は
、
今

迄

の
友

情

は
今

宵
限

り
と

し
た
き

こ
と

を

宣
言

す

る
。

か
れ

の
強

引

な
別
れ

の
言
葉
を

聞
き

、

女

性

の

マ
イ
ク

ル
は
涙

を
流

す
。

こ
れ
を
見

て
パ
ラ

セ
ル
サ

ス

は
、

「
一
滴

、
ま

た
、

一
滴

、
涙
を

流
す
。

し

ん　
さ

か

の
女

の
仕

草

、
児
戯

に
似

た
り
。

な

②

泣
く

な

か
れ
、
わ

れ
、
汝

が
与
え

し
友
情

に
満

足

せ
り
、
否

、
満
足

以
上

な
り
」

と
言

い
、

マ
イ

ク

ル
の
名
残

を
惜

し
む
女

々
し

さ
を

責

め

る
。

し

か
し
、
か

れ
は

マ
イ

ク

ル
を

か
く

責
め

な

が
ら
も

、
今

迄

の
友

情

に
は
感
謝

し
、
且

っ
自

ら

の

二
人
に

う
つ
り
か
わ

対
す
る
友
情
に
就

て
言
う
。
季
節
の
移
変
り
の
常
と
し
て
、

秋
が
冬
に
席
を
譲
る
如
く
に
、

己
が
知
識
追
求

の
旅

の
た
め
に
は
、

友
情
も

そ
の
席
を

譲
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
さ
れ
ば
と
て
、
今
迄

の
二
人
に
対
す
る
己
が
友
情
を
責
め
ざ
ら
ん
こ
と
を
と
。

そ
し
て
言
う
。

「
秋
、
無
音

の
訴
え
に
、

そ
の
衰
退

へ
の
歎
き
を
知
れ
り
。

さ
れ
ど
、
見
よ
、
美
わ
し

の

マ
イ
ク
ル
よ
、

葡
萄
の
実

の
房

々
と
低
く
垂
れ
た
る

う
な
だ

葡
萄
蔓
の
色
づ
き
頂
垂
れ
た
る

い
つ
れ
も
珍
重

に
値
す
る
な
れ
。

果
実
も
て
擁
み
軋
る
木
を
も
亦③

責
め
る
こ
と
な
か
ら
ん
こ
と
を
」

と
。

マ
イ
ク
ル
は
か
れ
の
心
情
を
素
直
に
受
け
容
れ
、

げ

わ
だ
か
ま

「
実

に
、
今

迄

、

心

の
幡
り
更

々
な
く

、

④

仕
合
せ
そ
の
も
の
な
り
し
も

の
を
」

　

む

む

と

言

う
。

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は

こ
の
仕

合

せ

の
言
葉

を

取
り

上

げ

、
以
後

は
そ

の
仕
合

せ
を

フ

ェ
ス
タ

ス
と

共

に
せ

ん

こ
と
を

と
、

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
」
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ロ
バ
ト

・
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ラ
ウ
ニ
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グ

の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

「
以
後
も
然

か
あ
ら

ん

こ
と
を
。

強

く
結
ば

れ
し
御
身

二
人
よ
、

わ

れ
、

か
く
言

う
を

信

ぜ
よ
。

御

身

二
人
は
、
互

の
た
め

に
生
れ

し
な
り
。

御
身
達

、
そ

の
髪

の
色

は
異
れ
ど

、

共

に
交

る
そ

の
と

き

は
、

一
っ
の
色

と
な

る
な
ら

ん
。

御
身
達

、

こ
の
鄙

の
地
、
否

、

い
か
な

る
土
地

に
あ

ら

ん
と
も
、

互

に
堅

く
結

ば

れ

て

共

に
仲

よ
く
暮

さ
れ

た
し
。

わ
れ
、
遠

く
異
境

の
土
地

に
離

る
と
も

さ
ち

い
た
だ

わ
が
行
末

の
幸
の
祈
り
戴
か
ば

た
だ
そ
の

一
事
、

⑤

わ
が

心
、
喜

び

に
満

っ
な
り
」

と

二
人
の
幸
福

を
希
う
。

や

が

て
日
は
西

に
没
し

、
暗
く

な

る
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
周

囲
を
見

廻
し

、

言
う

。「
今
、

オ
ー

レ
オ
ー

ル
、

な
れ

め

汝

の
あ

た
り
見

廻
す

そ
の
眼
を
ば

、

し
ば

し
が
間

、
落
着

け
く
れ

か
し
。

且

っ
遥

か
彼
方

の
空

に
目
を

や
る
。

こ
れ
を

見

て
フ

ェ
ス
タ

ス
は
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今
宵

、
少

く
も
、

汝

、
わ

れ
ら

の
も

の
な
り

、

汝

、

マ
イ
ク

ル
と

語
り
、

い
さ

マ
イ

ク

ル
、
汝
を

錬
め

る
間
。

汝

、
自

ら

の
愛
す

る
も

の
を

、

自
ら
進

み

て
残
し
去

る
と

は
、

⑥

わ
れ

、

思
わ

ざ
り

き
」

と
。
し

か
し

フ

ェ
ス
タ
ス
は

一
瞬
後

、
更

に
言

う
。

「
さ
れ
ど

君
の

そ
の
ま
な
ざ

し

わ

が
夢

を
破

り
す

て
た
り
。

君

の

そ

の
ま
な
ざ

し

眺

め

や
る
と

こ
ろ

い

つ

こ
も
星

の
光

あ

る

に
似

た
り
。

君

の
眺

め
や
る
と

こ
ろ

い
と

輝

き
あ

る

に
比
す
れ

ば

こ
こ
、

ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル
グ

教
会

と

尖
塔

、
花

園

の
か

こ

い
、

そ

の
他

、
諸

々
の
も

の
、

こ
こ
に
あ
れ

ど
も

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ

の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
」
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ロ
バ

ト

・
ブ

ラ
ウ

ニ
ン
グ

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル
サ

ス
」

に
ぶ

⑦

そ

の
輝

き

い
か
に
鈍
き

か
」

と

。

こ
こ
に

フ

ェ
ス
タ

ス
の
言

う

星

の
光
と

は
、

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
の
内
心

の
星

の
光
を
あ

ら
わ
す
も

の
で
あ

る
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
が
内
心

に
抱

き
持

っ
決
意

の
星

の
光
を

指

す

の
で
あ

る
。

パ
ラ
セ

ル
サ

ス
は
夙

に
考

え

て

い
た
。

今

日
か
れ

の
住

む
世

界
は
無
知

と
暗

黒

の
世
界

で
あ

る
。
今

や
、

こ
の
無
知

と
暗
黒

の
夜

か
ら
学

問

の
暁

へ
、

学

問
復

興

の
夜
明

け

へ
と

、
光

り
輝

く
星

の
出

ず

べ
き

の
と
き

で
あ
る
。

古

い
権

威

は
最
早

や
支
配
す

る
を
得

な

い
。
今

こ
そ
、
若

き
学

徒

の
立
ち
上
る

べ
き

の
と

き

で

あ

る
。
若

き
学
徒

は
自
ら

の
知

力
を

以

て
、
よ
り
高

き
、

よ
り
深

き
学

問

の
追
求

に
従
う

べ
き

で
あ

る
。

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
自
ら

も
、
師

ト
レ

ス
ミ

ュ
ー

ス
の
僧

院

、
陳

腐

な
書

物
を
捨

て
、
遥

る
か
異
国

に

、
ま
た
、
広
大

な
自
然

に
知
識

を
求
む

べ
き

で
あ

る
。

し
か
し
、
今

、

か
れ

の
目
ざ

す

こ

の
偉
業

は
未

だ
知
ら
れ

ざ
る
未
来

に
属

し
、

現

在

で
は
、
た
だ
微

か
な
見
込

み
あ

る
に
す
ぎ
な

い
も

の

で
あ

る
。

け
れ
ど

も
、

こ
の
偉
業

は
、
か
れ

の
運
命

で
あ
り

、
心
あ

る
世

の
人

の
求

め

る
最
善

の
も

の
で
あ

る

と
考

え

る
。

そ
し

て
、
今

、
胸

中
深
く

、

こ
れ
を

眺
め

入

っ
て
い
た
の

で
あ

っ
た
。

然
し

な
が
ら

フ

ェ
ス

タ

ス
は
尚
も

、
惜

別

の
情

に
堪

え
ず
、

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
あ

ま

り

に
夢

に
耽
溺

し
、
無
謀

の
企

て
を

な
す

も

の
な

る
を

告

げ

、
旅
路

に
着

く
を
断

念

さ
せ
よ
う

と
す

る
。

け
れ

ど
も

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は
強

い
自
信
を

以

て
言
う
。

「
否
、

わ
れ

に
恐
る

べ
き
何

も

の
も

な
し
。

誰

か
知
ら

ん

、
わ
が
魂

の
深
奥

の
秘
密
を
。

今

、
も

し
誰

か
、
わ
が

心

の
秘
密
を
知

る

と
も
、

わ
れ

に
於

て
何

か
あ

ら

ん
。

今

、
わ

が
強

き
欲
情

、

わ
が

内
な
る
わ

が
意

図
を
蔽

い
隠

く
す

こ
と
あ

ら

ん
も

わ
れ

に
於

い
て
何

か
あ
ら

ん
。

今

、
わ

が
た
だ
独
り

な

る
旅

の
は
じ
め

に

、

か
げ

光
弱
ま
り

て
、
い
と
暗
き
陰

わ
が
道
を
阻
ま
ん
も

わ
れ
に
於

い
て
何
か
あ
ら
ん
。
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今

、

わ
が
負

え
る
真

正
の
使

命

の
確
証

に
、

こ
の
激
し
き

気
力

に
、

勝

る
も

の
果

し

て
何

ぞ
。

奮

闘
す

る

こ
と

、

こ
れ
わ

が
天
性

、

さ

が

生
れ
な
が
ら

の
わ
が
性
質
、

と

わ

わ

が
前
途

、
永
久

に
わ

た
り

て
、

成
功

の
見
込

な

か
ら

ん
も

、

あ
ら
れ

霰

、
わ
れ

に
荒

れ
す

さ
み
、

わ

が
行
方
、

道
な
し

と
、

わ
れ
を

誘
う

こ
と
あ

ら
ん
も

、

わ
が
胸

に
生
き

つ
く

、

休
み

な
き
、

は

た
、

押
え

が
た
き

、

こ
の
力

、

こ
の
力

、
無

視

し

て
は
、

わ
が
託

す

べ
き

、
輝

か
し
き
運
命

、

い
つ

こ
に
あ

る
や
、

わ
れ

そ
れ
を

知
ら

ず
。

か
か

る
刺
戟

、

こ
れ

を
起

こ
す

は
、

人

の
意
志

な
ら
ず

や
。

こ
の
刺

戟
、

い
か
に

し
て
、

わ
れ

、
無
視

す

る
を
得

ん
。

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ

の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

i21一



ロ
バ
ト

・
プ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

今
、

わ
れ

、
御
身
ら

と
と

も

に
あ
り

て
、

何

を
か
な

し
得

ん
。

御

身
ら

の
愛

、
御
身

ら

の
心
遺

い
、

こ
れ
ら

の
中

に
安

住

し

て
、

わ
れ
、
何

を

か
な
し
得

ん
。

わ
れ
、

わ
れ
自
ら

の
生

活

に
あ
り

て
こ
そ
、

こ
と

わ
れ

、
事
を

な
し
能
う

な
れ
。

神

、
自

ら

の
与

え
賜

い
し
力

、

無
駄

に
終

る
を

望
み

賜
う

こ
と
あ

ら
じ
。

問
え
、
大

鷹

に
、

何
が
故

に
、

広
漠

た
る
前

人
未

踏

の
深
淵

に
、

急
飛
翔
し

降

る
か
を
。

問
え
、
大

鷹

に
、

何

が
故

に
、
生

れ
出

で
し
は

じ
め
よ
り
成
熟

せ
る

の
力
、

そ
を
活

気
づ
け
し

か
を
Q

問
え
、
大

鷹

に
、

何

が
故

に
、

沈

黙
、
無
限

の
大
空
を

強
く
打

っ
力

、

自
ら

に
備
わ

る
を
不

思
議
と

思
わ
ざ
る
か
を
。

心
せ
よ
、
神
、

必
須

の
も

の
と
は
、

⑧

断
じ
て
酔
生
無
死
せ
ざ
る
も
の
な
る
を
L
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か
く

、
パ

ラ

セ
ル
サ

ス
は
神

の
大

い
な

る
負

託
あ

る
が
故

に
、
そ

の
負

託
に
答

え
ざ

る
を
得

な

い
と

言

う
。

け
れ
ど

も
、

フ

ェ
ス
タ

ス
は
、
尚
も

、

パ

ラ

セ

ル
サ

ス

の
学

問

の
方
法

を
非

難

す

る
。

先

人

の
踏
み

来
り

し
学

問

の
道

を

捨

て
、
神

が
人
間

の
無

謀

の
侵

入
を
禁

ず

る

紛
糾

の
密
林

、
道

な
き
荒
野

に
敢

て
進

む

は
高
慢

で
あ

り
、
自

信

過
剰

で
あ

る
。

神

の
負

託

に
答

え
る
と

な
ら

ば

、
神

の
定

め
賜

い
し

道
に
沿

う

べ
き

で
あ

る
。

学

問

の
普

通

の
人

の
踏
む

べ
き
道

に
従
う

こ
と

こ
そ
神

の
意
志

に
答

え

る
も

の
な

る
を

説

く
。

こ
れ

に
対

し

パ

ラ

セ
ル
サ

ス
は
言

う
。

か

れ

の
精

力

の
絶

倫
な

る

は
神

が

か
れ

に

力
を
与

え

し
証
拠

で
あ
り

、
且

っ
、

か
れ

の
胸

に
燃

え
る
新

し

い
希
望

は
、

か
れ

に
生

気
を

与

え

た
の

で
あ

る
。

今

や
、

か
れ

の
頭
上

に
は
、
新

し

い
光

が
白

み

は
じ

め

て

い
る
と
。

そ
し

て
言
う
。

「
フ

ェ
ス
タ

ス
よ
、
わ
れ

は
若

く
、

幸
あ

り

て
自
由

を
有
す
。

わ
れ

、
わ

れ

の

一
身

を

捧
げ
、

わ

が
生
命

を

与

え
得

る

な
り
。

わ
れ

、

こ

の
た
め
に
撰

び
出
さ

れ
し

、

た
だ

ひ
と

り

の
も

の
な

り
。

思
え

思
え

、
広

漠

た
る
東

の
国
を

、

す

べ
て

の
智

慧

の
ほ
ど

ば
し
り

出

つ
る
処

を
。

輝

か

し
き
南

の
国
を

、

す

べ
て
の
智

慧

の
住

め

る
処
を
。

希

望

に
満

て
る
北

の
国
を

、

多

く

の
人

に
は
見
逃

が

さ
れ
お

れ
ど

、

わ
れ

に
は
光
を

投
ず

る
処

を
。

今

こ
そ
、
新

し
き
希

望

の
、

と

き

世

に
生

気
を
与

え

る

べ
き

の
秋

な
ら

ん
。

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
」
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ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

今

こ
そ
、
永

き

に
わ

た
り
押

え
ら
れ

、

忘

れ
去
ら
れ

し

人
類

に
、

新

し
き
啓
示

の
、
よ
り
新

し
き
光

の
、

明

け
出

つ
る

の
秋

な
ら

ん
。

こ
の
今

の
と
き

ま

で
、

わ

れ
ら

の
た
め

に
と

っ
て
お
か
れ

し

天

っ
み
空
、

そ

の
光
彩

に
、
わ

れ
ら
あ

ま
り

に
慣

れ

し
た
め

、

わ
れ

ら
、

そ

の
光

彩

に
盲

目
た
り
し

そ
。

さ
れ

ど
、
曇

り
な
き

灼
熱

の
焔

に
直

面
す

る

の
情
熱

あ

る
も

の
、

ま

た
、
そ

の
光
彩
を
探

ぐ

る

の
旅
を

祝
福
し

、

浮
世

の
生
活

を
栄
光

も

て
包

ま

ん
を

望
む
も

の
、

こ
れ
ら
熱

情

あ

る
探
求

者

を
、

こ
の
今

の
今

ま

で
、

世

の
人

の
た
め

に
、
と

っ
て
お

か
れ

し
天

っ
み
空

は

、

こ

の
探
求

者

を
拒

む

こ
と

、
⑨

い
か
に
し
て
あ
り
得
ん
や
L

と
。

け
れ
ど
も
、
フ

ェ
ス
タ
ス
は
飽
く
ま
で
も
言
う
。

真
に
学
問
を
す
る
と
す
れ
ば
、

学

問
の
都

に
行
く

べ
き
で
あ
り
、

荒
れ
海
を
渡
り
、

荒
野
に
行
く
は
愚
か
で
あ

る
。
学
問
で
栄
え
、
学
問
で
有
名
な

ロ
ー

マ
へ
行
け
、
或
は
ア
テ
ネ

へ
行
け
。
そ
の
両
者
な
ら
ば
、
正
し
い
学
問
を
身

に
つ
け
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
未
開
の
地

へ
行
く

は
道
に
迷
い
、
身
を
害
う
に
過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
と
、
パ
ラ

セ
ル
サ
ス
の
無
謀
を
説
く
こ
と
切
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
自
ら

の
内
に
燃
え
る
知
識
追
求

の
情
熱
、
新
し
き
学
問

の
道
に
志
す
熱
に
燃
え
る
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
は
自
ら
の
焔
を
抑
え
き
れ
ず
し
て
言
う
。
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9

と

。

「
な

っ

か

し

き

フ

ェ

ス

タ

ス

よ

、

な
れ

汝

の
わ
れ

に
希

う

は
何
な

る
か
。

わ

が
心

の
追
求

せ

ん
と
欲

す
る
も

の
を

放
棄
し

、

わ
が
生
き

る
唯

一
の
目
的
を
打

ち
捨

て

て
、

神

の
大

い
な
る
負
託

を
も
拒

み
郡
け

て
、

⑩

か
く

て
、
わ
れ

の
死

し

て
果

て
な
ん
を
希

う
も

の
な
り

や
」

更

に
、

パ
ラ
セ

ル
サ

ス
は
、
か
れ

の
追
求

せ
ん
と

す

る
知
識

へ
の
憧
れ

は
、

「
わ
れ

行
か

ん
、
わ
が

心
を

試
め

さ
ん
た

め
に
Q

わ
れ

、
わ

が
道

を
知

る
、

鳥

、
道

な
き
道
を
知

る
が
如
く
に
、

わ
れ
到

り
着
か

ん
。

さ
れ
ど

、

い
つ
れ

の
時

な

る
や
、

ま

た
、

い
か
な

る
廻
り
道

す
る
や

、

わ
れ
、

そ
を
問
わ
ず
。

さ
れ
ど
、
神

、
も
し

、
わ

れ

に
、

あ
ら
れ

霰
、

目
を
暗

く
す

る
火
の
玉
、

み
ぞ
れ

つ
ま
ら

.案

、
息
窒

せ
る
雪
を
送
り

て
、

わ
れ
を
悩

ま
す

こ
と
な
け

れ
ば
、

よ
み

い
つ
れ

の
時

か

、
神
嘉
し

賜
う

の
時

、

わ
れ
は
到

り
着

か
ん
。

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

神
意

理
解

へ
の
憧

れ

で
あ

る

こ
と
を
述

べ
、
尚

、
言

葉
を

つ
づ
け

て
、
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ロ
バ

ト

・
ブ

ラ
ウ

ニ

ン
グ

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル

サ

ス
」

神

、

わ

れ

を

も

、

鳥

を

も

、

⑪

導
き

賜
わ

ん
、
神
嘉

し
賜
わ

ん
時

に
L

と

言

っ
た

の
で
あ

る
。

さ
れ

ど
、

フ

ェ
ス
タ

ス
も

マ
イ
ク

ル
も
、
尚
も

、

こ
れ

は
、

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
の
心

の
迷

い
に
す
ぎ

な

い
。

友

を
捨

て
、
友

情
を
無
視

し

て
無

謀

の

旅
を
な

す
は
余
り

に
も
利

己
主
義

で
あ

る
、
身

勝
手

で
あ

る

と
す

る
。

フ

ェ
ス
タ

ス
は
言

う
。

も

し

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
が
、
神

よ
り

、
か
れ

の
言
う
如
き

偉
業

を
与

え
ら

れ

た
と
す

れ
ば
、
友

の
愛

に
よ

っ
て
、
か
れ

は
囲
ま

れ
る

べ
き

は
つ

で
あ
り
、

人
間
と
し

て

の
幸
福

か
ら
自
ら

を
切
り
離

す

こ
と
を

な
し
得

る
は

つ
は
な

い
。

神

の
撰
び
し

も

の
に
し

て
、
愛

を
知
ら

ざ
る
も

の
の
存

在

は
有

り
得
な

い
と
言
う
。

や
さ
し

い
心

の
女

性

マ
イ
ク

ル
も

、

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
に
、
野
望
を
捨

て
ん

こ
と
を
切

に
促
し
、

か

れ

の
今

夜

の
言

葉
は
高
慢

の

一
語

に
尽
き
る
と

言

い
切

る

の

で
あ

る
。

こ
れ

に
対
し

か
れ
は
言

う
。

人
生

の
快
楽

も

、

二
人
の
友

の
口
に
す

る
愛
も

、
か
れ

は
軽

々
し

く

捨

て
去

ろ

う
と
し

て

い
る

の
で
は
な

い
。

そ

の
行
動

の
す

べ

て
は
自
ら

の
信
念

か
ら
生
れ

た
も

の
で
あ

る
と

て
、

「
真

理
は
わ
れ
ら

の
心

の
う
ち
に
あ
り

、

わ

れ
ら
、

心

の
外

な
る
も

の
を

い
か
に
信

ず
と
も
。

真

理

は
わ
れ

ら

の
心

の
深
奥

に
あ

り

て
、

充

溢

せ
る
も

の
な
り
。

わ
れ

ら

の
外

な
る
卑
し

き
肉
体
、

壁

ま

た
壁
を
築

き

て
、

こ
れ
を

囲
む
。

ま

た
、

こ

の
肉
体
、

わ
れ
ら
を
迷

わ
し
、

邪
道

に
導

く
肉
体

の
網

を
張
る
。

こ
れ
ら

の
肉
体

の
意

図
を
挫
き
終
ら

せ
、

そ

の
障
害
を
貫

き

て
、
完
全

に
、
明
㎝瞭

に
、

生
命

を
認

め
る
力

、

こ
れ
真

理
な
り
。

知

る
と
は
、
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わ
れ

ら

の
う
ち

に
閉
ぢ
籠

る
、

心

の
光
彩

を
洩
れ

出

だ
す

べ
き
、

道
を

開
く

こ
と
に
あ
り

、

外

に
あ
り

と

思
わ
れ

る
、

⑫

光

を
呼
び

入
れ

し
む

る

に
あ
ら

ざ

る
な
り
L

と
。

即
ち

わ
れ
ら

の
心

の
う

ち
に
あ

っ
て
、

万
象

の
根

源

に

あ

る
生
命
を

認

め
、
そ
れ

の
映
れ

る
心

の
光

彩

を
洩

れ
出

で
し
め

る
が

、
か
れ

の
希
求

し

て

や
ま

ぬ
も

の
な

る
が
故

に
、
か
れ

は
決

し

て
神

に
挑
戦

す

る
も

の
で
は
な

い
と
言

う

の
で
あ

る
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
の
こ
の
言

葉

に
よ

っ
て
、

フ

ェ
ス
タ

ス
と

マ
イ
ク

ル
は

、

人
間

が
真

の

入
間

性

に
よ

っ
て
立

て
ば
、

天
使
を
凌

ぐ
も

の
で
あ

る
と

信

ず

る
に
到

る

の
で
あ

る
。

盲
わ
ば

、

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は
、
真

珠
を
求

め

て
海
底

に
飛

び
込

む

こ
と
と

な

る
。

か
れ

の
友

は

そ

の
浮

き
上
る

を
待

っ
の
で
あ

っ
た
。

②

壮

図

の
挫

折
と
苦

悩

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
東

奔
西
走

、
真

理
を
追
求

す

る

こ
と

九

星

霜
、
今

、

コ

ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー
プ

ル
の
魔

法

使

の
家

に
弧

影
情

然

と
し

て
横

た

わ

っ
て

い
る
。

か
れ

は
痛

ま
し

い
心
を
抱

え

て
自
ら

の
業

績

に
就

て
棚
卸
し

を
す

る
。

何

を
得

、
何
を

失

っ
た
か
を
。

か
れ
は
数

々

の
発
見
を

し
た
。

し

か
し
か
れ

の
努
力

の
結

果

は
断
片

的

な
も

か
た
ま

の
で
あ

っ
た
。
事

実

と
空
想

の
乱
雑

な
塊

り

に
す
ぎ
な

か

っ
た
。

か
れ

が
九

年
前
、

旅
路

に

つ
い
た
と

き

の
、
あ

の
希

望

と
隔

る

こ
と

い
か

に
遠

き

か
。

か
れ

は
歎

く
。

「

『時

は
過
ぎ
青

春

は
消

え
、

入
生

は
空

な

る
夢

に

す
ぎ

ざ
る

か
』

こ
れ
、
時

の
声

な
り
。

わ

れ
ら

の
心
蔵

、
母

な
る

人

の
心

臓
と
共

に
鼓

動

し

、

わ

れ
ら

の
舌
、

母
な

る

人

の
舌

に
真

似

て
言
葉
覚

え
し

、

人
生

の
初

め

よ
り
、

生
存

の
意

識

あ
る
と

き
、

ま
た
、

な
き

と
き
も

、

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」
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ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

永
き

に
わ
た
り
、

こ
の
声

あ
る
を
気
付

か
ざ
る
な

り
Q

い
く
と
せ

さ
れ

ど
、
幾

年
過

ぎ
る
そ

の
う

ち

に
、

と
あ

る
経
験

、
わ
れ

に
起

り

て
、

一
瞬

、

こ
の
声

、
わ
れ

に
囁
く

、

こ

と

人
生
無
常
の
こ
の
事
実
を
。

の
ち

そ
れ
あ
り

て
後

に
、

ひ
た
い

ま
な
こ

わ

れ

ら

の

眉

、

ま

た

、

眼

、

あ
し
ど

足
取
り

、
さ

て
は
言
葉

す
ら
、

変

り

に
変

る
そ

の
さ
ま

は
、

あ
か
し

⑱

無
常

を
知

る

の
証
な
れ
」

と
。

か
れ

は
最
早

や
落

ち

つ
い
て
研
究

を
続

け
得

な
く
な

る

。
か
れ

の
使

い
過
ぎ

た
頭
脳

は
、
今

や
、
休

息

を
必
要

と
す

る
の
で
あ
る
。
曽

て

の
夢

の
達
成

を
期

待

せ
る

自
信
も

過
去

の
夢
と
化

し
た
。
昔

の
ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル
グ

の
友

に
対

す
る
愛

も
な

く
な

っ
た
。

唯

一
の
希
望

は
自
ら

の
知

識
追
求

の
努
力
に
対

す
る
報
酬

で
あ

っ
た
。
然

る

に

こ
れ

を
も
未

だ
得

ず
、
今

、
病
床

に
横

た
わ

る
。

こ
れ
全

く
、

こ
の
ま
ま
死

を
与

え

る
神

の
意
志

に
あ

ら
ざ

る
か
と
疑

う
。

こ
の
と
き
、

か
れ

の
耳

に
す
る
は
、

一
つ

の
声

の
囁

き

で
あ

っ
た
。

そ
れ

は
、
か
れ

の
友

の

一
人
ア
プ

リ

ー

レ
の
声

で
あ

っ
た
。
美

を
愛
し
、
美

に

憧
れ

、
今

こ
の
世
を
去
ら

ん
と

す
る
親
友

ア
プ

リ
ー

レ
の
心

底

よ
り
漏

れ
出

つ
る
囁

き

で
あ

っ
た
。

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
が
絶

対

的
知
識

を
求

め
な

が
ら
も

、
そ

の
方

法

に
於

い
て
、

た
だ
知
性

の
み

に
依
存

し

、
し
か
も
断
片

的

に
蒐
集

し

か
た
ま

た
知
識

の
乱
雑

な
塊

り
に
す
ぎ

な

い
も

の
を
獲

得
し

た
に
対

し
、

ア
プ

リ

ー

レ
は
絶
対
美

を
求
め

な
が
ら

も
、

た
だ
万
象

に
対

す

る
愛

、
美

的
感
情
を
抱

く
に
す

ぎ
な
か

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

ア
プ

リ

ー

レ
は
言

う
Q

「
わ
た
く
し

は
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
限

り
な
く
愛

し
、

あ

ら

ゆ
る
も

の
に
限
り
な
く
愛

さ

れ
る

こ
と
を

望
ん

だ
。
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ま

た

、

先

づ
、
わ

た
く
し

は
地

上

の
あ
ら

ゆ
る
も

の
を
石

に
刻
み

、
銅

に
鋳
造

す
る
こ
と
を
望

ん
だ
。

い
に
し
え

狩

り

の
名
手
と

て
、
森

の
神

と
崇

め
ら
れ

る
古

の
狩
猟
家

も
、

森

の
樹

の
美
わ

し

い
魂
も
、

ま

た
、
明
星

と
紛

う
青
玉
色

な
る
霊

の
化
身

の
妖

精
も

、

白
髪

の
f
者

に
も

ふ
さ

わ
し

き
羊

飼
も

、

暴
君

の
道
よ
ぎ
る
と
き

、
抵
抗

の
心
を
抑

え
、

は
や

こ
ろ
も

逸

る
手
を
衣

服
に
包
み
、
群

る
民
衆

に
隠

れ
立

つ
若
者

も
、

ま

た
、

立
法

者
も
、

愛

の
た
め
に
と
、
神

の
与

え

る
輝
く
香

油
を
身

に

振
り
か

け
る
白
鳥

の
ご

と
、
色

白
き

美
わ
し

の
女

入
も
、

す

べ
て
人

の
胸
よ

り
出

つ
る
感
情

、

人

の
頭
脳

に
よ
り
考

え
得
ら
れ

る
す

べ
て
の
も

の
を
、

⑭

正

し
き
姿

に
表
わ

し
描

く

こ
と
を

望
む

の
で
あ

っ
た
L

け

い
こ
く

「
森

林

、

谷

間

、

岩

石

、

平

野

、

難

谷

、

砂

原

、

荒

野

、

ひ

波
揺

れ

る
水

面
に
、
曙
破
れ

出

で
太
陽

に
向

い
て
翔

け
る
飛
龍

の
如
く

輝
く
湖

、

大

海

の
中
な

る
小

さ
き
島

々
、
そ

の
島
見

つ
け
、

幾

回
と
な
く

そ
れ

を
廻
り
泳

ぎ

て
、
屍
と

化

せ
る
鯨

を
追
う

つ
の
さ
め

、

す

べ
て
わ

た
く
し

の
頭
脳

よ
り
浮

び
出

る
も

の
。

否

、

そ
れ

の
み
な
ら
ず
、

青

銅

の
迷
路

、
宮

殿
、
金
字

塔
、
穴
蔵

、
浴
場

、

画
廊

、
法
廷

、
寺
院

、
高
台

、

D
バ
ト

・
ブ
ラ
ゥ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
」

市
場

、
劇
場

、

埠
頭
な
ど

人

の
群

る
と

こ
ろ
、
す

べ
て

の
場

所

、

一129一



ロ
バ

ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ
ン
グ

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル
サ

ス
」

⑮

わ

た
く

し

は
工
夫
し

て
画
く

こ
と
を
望

ん

で

い
た
」

と
。

こ
れ

ら

の
詩
句

は

、

ア
メ
リ
カ

の
詩

人

ウ
ォ

ル
ト

・
ホ

イ

ッ
ト

マ
ン

〈

≦
-巴
酔
≦
、げ
凶言

壁
〉

の

「
草

の
葉
」
〈
い
o碧

霧

鼠

O
蜀
ω゚
。〉

を
想
起

せ
し

め
る
。

ア
プ

リ

ー

レ
は
宇

宙

の
万
象

の

一
つ

一
つ
の
美
を

愛
し

、

そ
れ

を
彫

刻

に
、
絵

画
に
、
詩

歌

に
、

表
現

す
る

こ
と

を
望

ん
だ
が
、

こ
れ

と
同

じ
く

ホ

イ

ッ
ト

マ
ン
も
万
象
を
愛

し

そ
れ
を
詩

に
認

っ
た
。

そ
し

て
ホ

イ

ッ
ト

マ
ン
は
、
万
象

を

羅

列
的

に
謳

う

こ
と
も
あ

っ
た

が
、
そ

の
根
本

的
態
度

は
象

徴
的

で
あ

っ
た
。

象
徴
的

表
現

は
、
読
者

の
心

を
物
象

の
内

面
に
向

け

る
も

の
で
あ

る
。

も
し
象

徴
的

表
現

で
な
く
、
単

に
物
象

を
羅

列
す

る
だ
け

で
あ

れ
ば

、
読
者

の
心
は
物

象

の
外

面

の
み

に
向
う

。
然
る

に
、

ア

プ

リ

ー

レ
は
物

象
を
、

単

に
羅
列
的

に
眺
め
、

そ

こ
か
ら
絶

対

的
美
を

抽
象

す
る

こ
と

を
望

ん
だ

の

で
あ

っ
た
。

わ
れ
わ
れ

の
心

が
物
象

の
外
面

の
み

に
走

る
と

き
、
知

識

に
於

い
て
も
、
美

に
於

い
て
も
、
断
片

的

な
蒐
集

に
終

る
も

の
で
あ

る
。

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
が

絶
対
的
知
識

を
求

め

て
、
物

象

の
外

面
的
知

識

の
断

片
的

蒐
集

に
終

り

、

ア
プ

リ

ー

レ
が
絶
対
的

美
を
求

め

て
、

断
片
的
美

感

に
終

っ
た

の
は
、

い
つ
れ

も
、
方
法

に
於

い
て
誤

り

が
あ

っ
た

た
め

で
あ

る
。

両
者

と
も
、
物
象

の
外

面

に

の
み

と

ど
ま

っ
た
た

め
に
、

そ

の
目
的

を
達
す

る

こ
と

を
得
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

わ
れ

わ
れ

が
物

象

を
内
面
的

に
凝
視

す

る
と

き
、
絶
対

的
知
識

を
求
め

る
も

の
に
は
、
知
性

に
感
情

が
加

わ
り
、
絶

対
的
美

を
求
め

る
も

の
に

は
、

感
情

に
知
性

が
加

わ
り

、

こ
こ
に
知
性

の
み

で
な

い
、
ま

た
感
情

の
み

で
な

い
別

の
心
情

に
置
か

れ

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
と

き

の
心
情

は
物
象

の
外

面
を
突

き
破

り

、

そ

の
内
面

に
向

う
切
実

な
或

る
願

い
を

抱
く

心
情

な

の

で
あ

る
。

言
わ
ば
根

源
的

に
生

に
か

か
わ

る
何

か
を
切

に

求
め

る

心
情

な

の
で
あ

る
。

(拙
者

「
久
遠
の
生
命
]

第
二
編
、
第

一
章
参
照
)

こ
の

心
情

に
あ

・
て
は
じ
め

て
、

絶
対

的
知
識

及
び

絶
対

的
美
が
得

ら
れ

る

の

で
あ

る
。

パ

ラ

セ
ル
サ

ス
に
あ

・

て
は
、
単

に
科
学
的

智
慧

に
よ

っ
て

の
み

で
は
絶
対
的

知
識

は
得
ら
れ

ず
、

ア
プ

リ

ー

レ
に
あ

っ
て
は
、

単

に
物

象

に
対

し
、
愛

着
、
美

的
感
情

を
抱
く

だ
け

で
物

象

を

羅
列

的

に
眺

め

て
も
絶

対
的
美

は
得

ら
れ

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

結
局

、
絶
対

的
知
識

も
、
絶

対
的
美

も

生
命

感
的
智
慧

に
よ

っ
て
は
じ
め

て
得

ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。

ア
プ

リ

ー

レ
が
物
象

に
愛
着

を
覚
え

、
美

的
憧

憬

に

の
み
終

っ
た
点

に
就

き

、
更

に
附

言
す

べ
き
は

、
芸

術

は
表
現

が
あ

っ
て
は
じ
め

て
存

在

価
値

が
あ

り
、
表

現
は
観

照
な

し

で
は
あ
り
得

な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

観

照
と

い
う

こ
と

が
感
情
を
映

し
出

す
鏡

で
あ

る
以
上

、

一
っ
の
知
性

で
あ

る
。

然

る
に

ア
プ

リ

ー

レ
は

万
象

を
愛

し

そ
の

一
つ

一
っ
を
描

く
憧
れ

が
あ

っ
た
だ
け

で
あ

る
。

た

だ

か
れ

の
感
情

の
高

調
だ

け
あ

っ
て
、

こ
れ

を

観
照

す
る
知
性

が
な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

極
端

に
言

え
ば
、

か

れ

に
は
、
未

開

人

の
意

味

の
な

い
絶
叫

か
、
野
獣

の
炮

障

に
類

す

る
も

の
が
あ

っ
た
に
す
ぎ

な
か

っ
た

の

で
あ

る
。

か
れ

に
は
知

性

の
裏

づ

け

の
あ

る
感

情

が
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
れ

が
芸

術
的
表

現
を

な
し
得

な
か

っ
た

理
由

で
あ

る
。

ま
た

、
芸

術
的

表
現

は
具
象

的

で
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

然

る
に

ア
プ

リ
ー

レ
は
物
象
を

羅
列
的

に
眺

め
、

そ

こ
か
ら
絶

対
的
美

を
抽
象

し
よ
う

と

し
た
。

抽
象

的

で
は
芸
術

的
表

現
と

は
言
え
ず

、

芸

術

作
品

は
生
れ

な

い
も

の
で
あ

る
。

こ
こ
か
ら
、

か
れ

は
哲
学
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者
、

思
索

家

の
道

に
迷

い
こ
み
、
た

だ
苦

悶
す

る

だ
け

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

結

局

ア
。フ
リ

ー

レ
は
芸
術

家

と

し

て
は
失
敗

し

た

の
で
あ

っ
た
。

ア
プ

リ

ー

レ
は
自

ら

の
病
篤

き
を
知

る

や
、

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
に

こ
の
自

ら

の
失
敗

を
告
げ

た

の
で
あ

っ
た
Q

バ
ラ

セ
ル
サ

ス
は

ア
プ

リ

ー

レ
の
,嚇
き
を

耳

に
し

、

失
敗

の
み

な
ら
ず
自

ら

の
誤

り
を
も
認

め

る

の
で
あ

っ
た
。

そ
し

て
、、口
う
Q

「
ア
プ

リ
ー

レ
よ
、
以
後

は
わ
れ
を

愛

せ
よ
、

わ
れ

、
愛

す
る

こ
と
を

知

る

の
努
力

す
る
故

に

慈
愛

深
き
神

よ
、
わ
れ

ら

二
人
を
赦

し
賜
え
。

わ
れ

ら
、
夢

の
里

に
眠
り

い
た
れ
ど

、

そ

の
夢

に
疲

れ
果

て
、
遂

に
覚

め

た
り
。

め

ま
え

わ
れ

ら

の
目
前

の
世

界
、

暗
く

、
荒
れ
果

て
た
れ

ど
、

わ
れ

ら

の
手

足
、
足
首

、

尚
も

、
宝
石

の
飾
り
残

り
お
れ

り
。

な
れ汝

は
愛

す

る
を
求

め

、

わ
れ

は
知

る
を
求
め

た
り
。

汝

は
知
識

を
拒

み
、

わ
れ

は
愛
を

疎
外

せ
り
。

汝

は
常

に
美

に
瞳
れ

、

わ
れ

は
知
力

を
憧

れ

た
り
Q

わ
れ

ら
遂

に
目
覚
め

た
り
、

罪

の
償

い

の
苦

行

い
か
な
ら

ん
と

も
、

ロ
バ
ト

・
プ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

友

の
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と

。

と

。

ロ

バ

ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ

ン
グ

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル
サ

ス
」

⑯

わ
れ

を
救

い
賜
わ

ん

こ
と
を
L

す

る
と

ア
プ

リ

ー

レ
は
、
最
早

や
臨
終

と
見

え
、
息

も

絶
え
絶

え

の
う
ち

に
、

「
わ
れ

、
汝

の
声
微

か

に
聞
ゆ
。

と
ざ

さ
れ

ど
、
わ

れ
、

全

き
暗

闇

に
閉
さ
れ

、

か
く

瞬
前

見
え
し
汝

の
眼
も
匿

さ
れ

し
如

し
。

口

の
利
け

る

こ
の
瞬
間

汝

に
言

わ
ん
。

わ
れ

、
今

、
死

な

ん
と

す
。

さ
れ

ど
、

わ
れ
、
汝

に
逢

い

て
嬉
し
。

う
た
び
と

あ
あ

、
誰

か
世

の
詩

人
よ
、

う
た

わ
れ

を
憶

い
、
わ
れ
を

諺
わ

ん

こ
と
を
。

さ
れ

ど
、
汝

に
逢

い

て
、⑰

か
く

、
速

く
死
な

ん
と
は
」

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
驚

い
て
叫
ぶ
。

「
ア
プ

リ

ー

レ
よ
、
死

ぬ
こ
と
な

か
れ

、

わ
れ

ら
割

か
れ
た

る

一
つ
の
世
界

の
半
ば
な

ら
ず

や
。

不

思
議

の
縁
あ
り

て
再

び
結

ば
れ

た
る
も

の
な
ら

ず

や
。

別

る

べ
か
ら
ず
、

決
し

て
、

決
し

て
、

愛

を
知

る
汝

が
知

を
知
り

、

知
を

知

る
わ
れ
が
愛
を

知

る
ま

で
、

と

も

に
二
人
が
救

わ
る
ま

で
は
、

こ
れ

に
答
え

て
、
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聞

け

や

、

ア

プ

リ

ー

レ

、

わ

れ

ら

、

こ

こ

に

得

た

る

も

の

を

、

今

こ

そ

用

い

ん

。

あ

な

、

あ

わ

れ

、

ア

プ

リ

ー

レ

、

⑬

か
れ
、

わ
が
胸

に
寄
り

て
死
な

ん
と
す
L

と
。

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は

一
瞬
哀
傷

に
包

ま
れ

る
。

し
か

し

そ

の
後

、
ま

た
も
自

ら

の
知

力
を
頼

り
続

け
る

の
で
あ

る
。

年
移
り
星
変
り
、
パ
ラ
セ
ル
サ

ス
は
令
三
+
三
才
。

バ
↓

ル
大
学

の
教
授
と
な
り
・
今
や
・

「
炎

叩
の
施
興
者
・
幸
運
の
配
給
煮

大
学

の
偶
伽
」

と
称
讃
さ
れ
・

驚

異

の
医

学
者

と
な

っ
て
い
る
。

旧
友

フ

ェ
ス
タ
ス
は
人

学

を
訪

れ
、

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
の

大
学

教
授

と

し

て
の
講
義

ぶ
り

、

熱

心

な
学

生

に
取

巻

か
れ

崇
拝

さ
れ

る
を

も
ら

見
、

そ

の
成

功
を

喜
ぶ

の
で
あ

る
。

け
れ
ど

も

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は
自
ら

の
外
面

的
な

成
功

は
認
め

な
が
ら

も
、
心
中

の
悲
惨

を

フ

ェ
ス
タ

ス
に
漏

し
、
若

き
頃

の
希
望

、

絶
対

的
知
識
探

求

の
成
就

せ
ざ

る
を
歎

く

の
で
あ

っ
た
。

バ
ー
ゼ

ル
大
学

教
授

の
地

位
は
得

ら
れ

た
。

発

見
せ

る
薬

品

に
よ
り
治
療

に
成

功
を
収

め

は
し

た
。
幾
多

の
学

位

、
免
許
状
を

自

ら

の
も
の
に
し

た
。

エ
ラ

ス
ム

ス

〈
甲

窃
ヨ
ロ
ω〉

か
ら

は
そ

の
功
績

を
認

め
ら

れ
た
。

教

室

に
は
学

生

は
群

っ
て

い
る
。

確

か

に
外

面
的

に
は
成
功

し
た

か
に
見
え

る
。

し

か
し
今

や

口同
遠

な
真

理
探

求

の
理
想

に
代

っ
て
、
取

る

に
足
ら

ぬ
卑

し

い
快

楽
を

求

め

る
心
が

、
高

貴

の
木

の
根

元

の
菌

類

の
ご

と
く
、

そ
の
魂

に
飛

び
出

し
て
来

た
。

大
学

の
教

授

で
あ
り

な
が
ら

、
そ

の
授

け

る
知

識

は
た

だ
掻

き
集

め

の
断
片

的
な

も

の
で
あ

り

、
し
か
も

そ
れ
を

受
け

る
学
生

は
低
級

で
あ
り

、

従

っ
て
講

義

は
安

易

な
も

の
と

な
り
、

こ
こ
に
自

己
満

足
と

い
う
学

問
研

究
上

の
邪

道

に
陥

っ
た
。

艮

つ
熱

心
に
見
え

る
学

生
も

、

た
だ

旧
来

の
学

派

に
対
す

る
反
対

に

痛
快

を

叫
ぶ
た

め

に
蝟
集

す

る
の
輩

に
す
ぎ
な

く
、
ま

た
、

か
れ

ら
は
生

来
愚

鈍

の
た
め

、
単

に
新

奇
を

求

め

て
、
た

だ
自

ら

の
無

知

に
驚

く
ば

か
り

に

て
、
真

理
探

求

の
熱

意

な
き
た

め
、

か
れ

ら
を
蔑
視

せ
ざ

る
を
得

な
く

な
る
。

加

う
る

に
、
か

く
門

下
学

生
を

蔑
視

し
な

が
ら
も

、
尚

、
そ

の
内

心

に
於

い
て
、
か
れ

ら

の
賞
讃
を

ひ

そ

か
に
望

ん
で

い
る
自
ら

の
隔
劣

な

心

に
も
軽

蔑

の
念
を

禁

ぜ

ざ

る
を
得

な

く
な

る

の
で
あ

っ
た
。

こ

こ
に

か
れ

は
、
医

者
と

し

て
、
科
学

者
と

し

て
の
人
類
救
済

の
愛
も

絶
対

的
知

識
追

求

の
希

望

も
、

神

に
よ

っ
て
自

ら

に
負

託

さ
れ

た
重
荷

の
畏
敬

の
念

も

す

べ
て
失

い
、

A
、
や
、

た

だ
獣
性

を
帯

び

る
ば

か
り
と
な
り

、

遂

に
は
半

ば
愚

昧

、

半
ば
狂
乱

の
状
態

と
な

る

の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
於

い
て
、
n
ら

が
時
代

に
先

ん
ず

る
を
信

ず
る

が
あ

ま
り

に
、
先

人

の
学
者

を
軽

蔑

し
、
侮
蔑

し
、
公
衆

の
面
前

で
、

イ
ー

テ
ィ

ウ

ス

〈

諺
窪
仁
吻〉

、
オ
リ

バ

シ
ゥ

ス

〈
○
『5
器
ご
。。V

、

ガ

レ

ン

〈
O
巴
9

>

、

ラ

シ

ス

〈
幻
ゴ
毬
房
V

、

セ
ラ

ピ
オ

ン

〈

ω
①茜
且
8
V

、

ア
ヴ

ィ

セ

ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ

の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」
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ロ
バ
ト

・
プ
ラ
ゥ
一一
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

ナ

〈

諺
く
言
2
葛

〉

、

ア
ヴ

ェ
ロ

エ
ス

〈

諺
<
o
旨
α
2
>

の
書
物

を
焼
却

す

る

に
到

る

の
で
あ

っ
た
。

か

く
し

て
か
れ
は

バ
ー

ゼ

ル
を
去

り
、

や
が

て

ア
ロ
サ

テ

ィ
ア

〈
≧

。
の僧
鼠

V

の

コ
ル

マ
ー

〈

O
。
剛ヨ
碧
〉

の
宿

に
入

る
。

再

び
知
識
追

求

の
夢

に
燃

え

る

の
で
は
あ
る

が
、
手
紙
を

フ

ェ
ス
タ

ス
に
送

っ
て
言
う
。

バ
ー
ゼ

ル
大
学

に

あ

っ
て
は
、
藪
医
者

と

罵
ら
れ
、
恥

辱

の
身

を
世
間

に
曝
ら

す

こ
と
と

な

っ
た
。

曽

て
、
か
れ
を

尊

敬
し

た

人
達

に
よ

っ
て
も
捨

て
ら
れ

た
。

か
れ

の
心
血
を
絞

っ
て
治

療

に
尽
し

た
人
達

に
よ

っ
て
も
弾
劾

さ
れ

た
。

あ
る
高

僧

の
生
命
を

救

っ
た

に
か
か
わ

ら
ず
、

そ

の
高

僧

す
ら
治
療

費

を
払

わ
ざ
る

の
み
か
、

か
れ

の
大

学
教
授

の
地
位

を
も
危

く
す

る
行
動

に
出

た
。

学
生

は
か
れ

に
飽
き

、
講

義

を
聴

か
ず

、
大

学

の
教

授
達

は
、

か
れ

ら

の
学

問

の
古
き
方
法

論

に
干
渉

さ
れ

る
を
嫌

い
、
か
れ
と

疎
遠

に

す
る

に
到

っ
た
。

こ
れ

ら

の
事
情

の
た
め

、
遂

に
意
を

決

し

て
大
学
を

去

り
、
再

び
若
き

日
の
情

熱
を
盛

り
返

し
知

識
探
求

の
旅

に
出

た

の
で
あ

る
。

し
か
し

こ

の
た
び

は
、
以
前

の
禁
欲

生
活
を

以

て
す
る

の
で
な
く
、

人
生

の
快

楽

を
も
味

わ

い
、
知
識

追
求

と
快

楽
追

求
と

を

共

に
し
た

い
。

為
し
得

る

一
際

の
人
生
経

験
を

な
し

、
知

り

か

た
く

得

る

一
際

の
知
識
を

知
り

た

い
の
で
あ

る
。

過
去

の
頑

な
を

捨

て
、
快
楽

と
研

究
を

合
せ

す
る
処

に
、
以

前

と
違

っ
た
成
果

が
得
ら
れ

る

こ
と
を
信
ず

る
と
。

か
く
大
学

を
去

っ
た
経
緯

を
述

べ
、

現
在

の
か
れ

の
心
境

を
伝

え
た
。

フ

ェ
ス
タ

ス
は

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
が
高

貴

な
目

的
を
持

っ
限

り
、
感

覚
的
快
楽

を
放

棄
す

べ
き
警
告

を
送

る
。

し

か
し

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
は

そ

の
忠

言
を
受

け
容
れ

ず

、
相
変

ら
ず
自

ら

の
思
う

侭

の
生

活
を
続

け

る

の
み

で
あ

っ
た
。

そ
の
う
ち

マ
イ

ク

ル
の
死
が
報

ぜ
ら
れ

る
。

か
れ

は

一
瞬
無

常

感

に
打

た
れ

、

⑳

「
マ
イ
ク

ル
は
木

の
根

、
露

の
問

に
眠

っ
て

い
る
に
す

ぎ

な

い
」

と
本

然

の
自
ら

の
姿

に
帰
り

、
魂

の
不
滅
を

囁
く

の
で
あ

っ
た
。

㈲

永
遠

の
生
命

の
認
識

流
石

の
パ
ラ

セ

ル
サ

ス
も

遂

に
病
魔

に
襲

わ
れ

る
。
A
,
、

ザ

ル
ツ
ブ

ル
グ

〈

ω
巴
Nぴ
霞

σq
>

の
病
院

の

一
室

に
瀕
死

の
状

態

で
横

た
わ

っ
て

い
る
。

忠

実

な
友

の
牧

師

フ

ェ
ス
タ

ス
は
そ

の
傍

に
あ

っ
て
、
夜

を
徹

し
見
守

っ
て
い

る
。

か
れ

は
苛

む

パ

ラ

セ
ル
サ

ス
の
た
め

に
神

の
救

い
を

求
め

て
祈

る

の
で
あ

る
。

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は
目
を

覚
ま
す
。

か
れ
は
平
ば
禦

の
う
ち
に
、
バ
↓

ル
に
あ

っ
て
受
け
た
軽
侮
・
即
ち
農

者
・
詐
欺
師
・
羅

と
罵

り
れ
た

限
り
な
き

侮
辱
を

。
に

す
る
よ
う
で
あ

っ

た
。
し

か
し
次

の
瞬
間

、
再

び

ア
プ

リ

ー

レ
を
夢

み

る
よ
う

で
あ

り
、

や
が

て
は
神

に
祈

り

、
愛

を
求

め

る
の
力
を
附
与

さ
れ

ん

こ
と

を
希

う
も

の
の
如

く
で
あ

っ
た
。

そ

の
と

き
明

瞭

な
意

識

の
う
ち

に

フ

ェ
ス
タ

ス
の
祈

り
を
認

め
た
。

フ

ェ
ス
タ

ス
は
種

々
の
祈

り

を
捧
げ

た

後

、
神

は
そ

の
胸

に
パ

ラ

セ
ル
サ

ス
を
抱
き

、
偉
大

な
息
想

家

、
偉

大

な
開
拓
者

と
し

て
称
え

る

で
あ
ろ

う
と
結

び
、
次

い
で
静

か
な

マ
イ

ン

〈

】≦
翅
昌
Φ
〉

の
流

れ
を

日
吟
む
。
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「
か
く

て

マ
イ

ン
の
川
、
流
れ

行
く
、

わ

が
愛

す

る
も

の
の
住
め

る
処
を

。

い
か
な

る
眠
り
も

か
く
安

ら

か
な

る
は

な
か
る

べ
し
。

ぬ

流
れ

は
芝

原
を
貫

け
牧
場

を
通
り

、

先

へ
先

へ
と
廻
り
曲

一.
て
進

み
行
く
。

そ

の
岸

辺

、

い
か
な

る
こ
と

の
起

る
と

も
、

ひ
び響

く

は
妙

な

る
音

ば
か
り
Q

つ
ち
も

土
盛

り
あ

が
る
牧
草

の
原
、

稚

草

、
低

く
刈

込
ま
れ

、

牧
草

の
み

は
、
風

に
揺
ら
れ

波
立

ち
て
、

川

の
流
れ

を
眺
め

入
る
。

蜂

の
訪

れ

堪
え
か
ね

る
、

あ
ま
り

に

、
か
弱

き
桜

草
。

此
処

に
、
彼
処

に
、
星

の
ご

と
、

⑳

点
在

す

る
が
あ

る
ば

か
り
」

と
。

こ
こ
に

パ
ラ

セ
ル
サ

ス
の
心

や
わ

ら
ぎ
、
自

ら

の
死

期

の
近
づ

く
を
知
り

、
過
ぎ

に
し
数

々
の
思

い
出

が
水

の
流
れ

の
如

く

心
に
浮

ぶ
Q

や
が

て
か
れ
は
何

か
を
言

わ
ん
と
て
立
ち
上
る
。
遂
に
、
か
れ
は
寧

り
の
最
初
に
意
図
せ
る

(劔

の
葛

)
永
遠

の
生
命

に
触
れ
る
を
覚
え
た
の
で
あ

っ
た
・
か
れ
に
は
・
常
に
・
絶
対
的
知
識

へ

の
熱
烈
な
渇
望
が
あ

っ
た
。
し
か
し
今
ま
で
物
象

の
外
面
に
の
み
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
今

は
じ
め

て
か
れ

の
心
は
内
面
的
と
な
り
・
所
期

の
目
的
な
る
絶
対
的
知
識

の

追
求

が

水
遠

の
姪

命

に
触
れ

る

こ
と

で
あ

る
に
気
づ

い
た

の
で
あ

っ
た
。

ア
プ

ー

レ
の
死

、

マ
ィ

ク

ル

の
死

、
ま
た
、
自
ら

の
死

に
直

面
し
・

か
れ
は
生

の
意

識
を
得

た

の
で
あ

っ
た
。

(拙
著

「
久
遠
の
生
命
」

第
二
編
、
第

一
章
参
照
)

換
享

れ

ば

、

こ
こ
に
器

感
的
智
誉

よ

っ
て
永

遠

の
生
命

に
触
れ

た

の
で
あ

っ
た
・

そ
し

て
こ
れ

に
触
れ
得

蛋

び

は

ロ
バ

ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ

ン
グ

の
劇

詩

「
パ

ラ

セ

ル
サ

ス
」
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ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

や
が

て
こ
れ

へ
向

っ
て

の
万
象

の
渾

然

一
体

と
な

る
愛

の
喜

び

に
発
展
し

て
行
く

の
で
あ

っ
た
。

こ
こ
に
か

れ
は

、
自

ら

の
過
去
を
省

み
、
永
遠

の
生
命

の
存

在
を
知

る

に
到

る
ま

で

の
、
自
ら

の
不
完

全
な
姿

を
思

い
浮

べ
、
次

の
よ
う

に
言
う

の
で
あ

っ
た
。

「
わ

が
心

に
は
愛

は
未

だ
熟

せ
ざ

り
き
。

人
類

の
愛

の
起

源
を

訪
ね
る
う

ち

に
、

憎

し
み
も
愛

の
仮
面

に
す
ぎ
ざ

る
を
知

り
、

悪

に
善

を
、
失
敗

に
希
望
を

見
、

不

完
全
な

る
推

論

に
、
微

か
な

る
向
上

に
、

は

か

は
た
、
真

理

へ
の
果

敢
な
き
戦

に
、

あ
わ

あ
や
ま

い
と
哀
れ

な
る
過

ち

に
、

ひ
が
み

う
れ

或

は
ま

た
、
僻

、
恐
れ
、
憂

い
、
疑

に
も
、

誇

り
を

も

つ
に
足

る
程

に
、

⑫

わ
が

心

の
う
ち

に
、
愛

は
未

だ
熟

せ
ざ

り
き
」

と
。
更

に
言
う
。

け

だ
か

「
こ
れ

、
す

べ
て
崇
高

き

心
に
触

れ

る
も

の
、

あ
や
ま

い
か

に
過
ち
多

く
と
も

、

こ
れ
、
す

べ
て
天

に
向

っ
て
翔

け
上

る
も

の
、

い
か

に
弱
く
と

も
、
鉱
坑

内

の
樹

々
の
ご
と
。

ひ

鉱
坑

の
樹

々
、
太

陽
を
見

し

こ
と

さ
ら

に
な
く

、

た

だ
そ
れ
を
夢
み

、

た
だ
そ
れ

の
存

在

を
想
像
す

る

に
す

ぎ
ざ

れ
ど

、

死
力

尽
し

て
登
り

行
き
、
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太

陽

に
達

せ
ん
と

す
る
も

の
、

⑳

わ
れ

、

こ
れ

を
知
ら

ず
失
敗

に
終

れ

り
」

と
。
か

く
し

て
・

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は
、
方

法

に
於

い
て
、
知

識

の
み

を
求

め

る
結
果

と

な

っ
た
自
ら

と
、

同

じ
く
方
法

に
於

い
て
愛

の
み
を

求
め

て

い
た

ア
プ

リ

ー

レ
の

過
ち

の
経
験

か
ら

、
知

識
と
愛

、
知

力
と
美

の
感
情

の
融

け

合

っ
た
智

慧

、
更

に
そ
れ

に
根
源

的

に
生

に
か

か
わ
る

切
実

な
願

い
の
加
わ
わ

っ
た
生
命
感

的
智

慧

の
白

ら

の
心
に
強
化

さ
れ

ん

こ
と
を
希

い
、

「
わ
れ

と
、

さ
き

に
死

せ

る
詩
人

の
失

敗

に
鑑
み

て
、

⑭

わ
れ

、
第

三

の
よ
り
よ

き
魂
を
鍛

え
上

げ
ん
を

、

人

よ
見
よ

か
し
」

と

い
う

の

で
あ

っ
た
。

っ
い
で

フ

ェ
ス
タ

ス
に
向

い
、

は
げ

「
免

に
も
角

に
も

、
わ
れ

は
励
め
り
。

完

全

に
と

は
言

い
得
ざ
れ

ば

、

世

の
人
の
軽
蔑

な
く
し

て
は
あ
ら

ざ
れ

ど
。

阯

の
人
は
、
わ

が
長
所

、
真
実
を

称

え
ん

よ
り

は
、

わ
が
短
所

を
拒

み

、
虚

偽
を

侮
蔑

せ
り
。

ふ
さ
わ

そ
の

こ
と

、
世

の
人

に
相

応
し
き

こ
と

な
ら

ん
。

や
が

さ
れ

ど
、
駝

て
は

、

わ
れ

の
真

価

の
知
ら

る

る

の
時

到

る

べ
し
。

し
ば
し

わ
れ

、
暫
時

の
問

、

恐

し
き
暗

雲

の
さ
中

に
、

身
を

浸
す

る

こ
と

あ
ら

ん
も
、

と
も
し
び

わ

れ

、

神

の

灯

火

、

ロ

バ
ト

・
ブ

ラ

ウ

ニ

ン
グ

の
劇

詩

「
パ
ラ

セ

ル

サ

ス
」
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ロ
バ
ト

・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
劇
詩

「
パ
ラ
セ
ル
サ
ス
」

わ

が
胸

近
く

に
押
し
当

て
る

の
と
き

、つ
ら

ぬ

神

の
灯
火

、
そ

の
光

彩

、
聴

て
闇
を
貫

か
ん
。

か

く

て
、
わ
れ

、
あ

ら
わ

る
る

の
日
、

必

ず
あ

る
な

り
。

わ
か
り

汝

、
わ

が

こ
の
言
葉
、

理
解
く
れ

し

や
。

こ
と

㊧

わ
れ
、

わ
が
言
す

べ
て
尽
く
せ
り
」

と
。

こ
れ

を
聞

く

や

フ

ェ
ス
タ

ス
叫

ぶ
。

⑳

「
君
逝

く
や
、

オ
ー
リ

オ
ー

ル
」

と
。

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は
、

「
フ

ェ
ス
タ

ス
、

わ
が
手
を

、

こ
の
手

を

、
汝

が
手
・に
、

わ

が
真

実

の
友

、

ア
プ

リ
ー

レ
、

⑳

汝
と
共

に
、

ア
プ

リ
ー

レ
」

と
最

後

の
言

葉
を
残

し

て
逝
く

。

こ
れ

を
見

て
フ

ェ
ス
タ

ス
言

う
。

⑱

「
こ
れ

ぞ

こ
れ

、

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
な
り
」

と
G
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四

結

び

ω

に
於

い
て
科
学
者

、
神

秘
哲
学

者

の
パ
ラ

セ

ル
サ

ス
を

真

正
面

か
ら

眺

め
、
日

に
於

い
て
、
同

じ

パ

ラ

セ
ル
サ

ス
が
科
学
者

、
哲
学

者
と

い

っ
た

一
般

学
者

に
よ

く

見
ら
れ

る

一
見
特
殊
な

よ
う
な

人
間

で
あ
り

な

が
ら

、

い
か

に
普
通

の
入
間

、
、平
凡
な

人
間
、

し
か
も
生

き
た

人
間

と
し

て
描
か
れ

て
い
る
か
を
見

た
。
学
者

、
哲

人
と



し

て

の
パ
ラ

セ

ル
サ

ス
は

、
魔

術
を

も
人
生

肝

要

の
も

の
と

す

る
神

秘

な
、
寧

ろ
普

通
人

の
近

づ
き
難

く

思
わ
れ

る
人
悶

で
あ
り

な

が
ら

、
か
れ

が
ブ

ラ

ウ

ニ
ン
グ

の
筆

す
が

に
か
か

る
と

、
極
め

て
.平

凡
な
入
間

の
面

、
即

ち
そ

の
魔

術

も
、
か

な
わ

ぬ
時

の
神
頼

み
と

、
困
難

と

不
幸

に
際

し
、
救

い
の
神

と

し

て
鎚

る
弱

い
人
間

と
し

て
表

現

さ

れ

て
い
る
。

そ

の
他
大
学

教
授

と

し

て

一
時

の
成

功

は
す

る
も

の

の
、

一
頓

挫

を
来

す
と
煩
悶

し

、
苦

悩

し
、
半
狂

乱

と
な
り

、
ま

た
、
感
覚
的

快
楽

に
耽
る
な
ど

、
生

き

た

人
間

の
面
目
躍
如

た

る
も

の
が
あ

る
。

け
れ

ど
も

、
ま

た
、

か
れ

は
、

ひ
と
た

び
、
永

遠

の
生

命

に
目
覚

め
る

や
、
真
実

を
追
求

し
、

人
間

ら
し

く

生
き

て
ゆ
く
主

体
的

な

一
般

の
人
間
と
同

じ
く

、

そ
の
死

に
直

面

し

て
は
、

過
去

の

一
際

の
苦

悩

か

ら
救

わ
れ

る

か

の
よ

う

で
あ
.る
。

こ
れ

は
、
天
国
と

地
獄

の
中
問

の
煉
獄

に
あ

っ
て

地
上

に
強
く

引
き

つ
け
ら

れ
な

が
ら
も

、
天

上
を
強

く
憧
れ

る
わ
れ

わ
れ

凡

人

の
姿

そ

の
ま

ま

で
あ

る
。

こ
の
故

に
、
ブ

ラ

ウ

ニ
ン
グ

の
こ
の
劇

詩

は
、

こ
れ

に
含

ま
れ

て

い
る

ブ
ラ

ウ

ニ
ン
グ

の
深

い
思
想

面
も

さ

る
こ
と
な

が
ら

、
ブ

ラ
ゥ

ニ
ン
グ

が

パ
ラ

セ

ル
サ

ス
と

い
う

学

者

を
、

人
開

味
豊

か
な

、
生
き

た
人
聞
と

し

て
、

い
か

に
巧

み

に
描

い
て

い
る
か

に
、
劇
詩

の
妙
味

が
あ

る
と
、
わ

た
く

し

に
は

思
わ
れ

る

の
で
あ

る
。
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